
ＮＩＥ実践報告 

 

１．タイトル：                                        

 

２．学校名 

 

３．実践者名（代表者名） 

 

４．学年 

 

５．教科・領域名および受講児童・生徒数 

 

６．単元（本時の学習課題）名 

 

７．目標(狙い) 

 

８．評価の視点 

 

９．年間指導計画における本単元の位置づけと時数 

（または、単元展開および時数と本時の位置づけ） 

 

10．単元（本時）の学習展開（含む時数）と留意点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11．児童・生徒の反応、感想・意見 

 

 

 

12．成果と課題 

 

 


	TextField2: 　成果は、新聞を用いることで子どもたちの問題意識を、実感を伴ったものにできたことである。難しい内容であっても、たった今、現実に起こっていることの重さは、遠く離れた場所でも子どもたちに実感を与えた。また、新聞だけではなくテレビのニュースを見たり、お父さんお母さんに紛争問題について話を聞き、親子で討論したりするなどの姿があったことを、懇談会で保護者から話を聞くことができた。
　課題は、子どもたちが積極的に新聞を読むようにするための工夫である。この1年間の中で、子どもたちが教室内にある新聞を席に持っていき、友達同士で読み合う姿を見ることができた。総合で学んだことに関する記事であったり、それとは別のスポーツの記事であったり、さまざまな記事を読んでいた。しかし、その姿は一部の子であり、常時見られたわけではない。より多くの子が新聞に興味を持ち、目を通すようにするために、読む場所の工夫や、読んだ記事を発表する機会を設ける必要を感じた。新聞は日直が取りに行き、教室内の新聞コーナーに置く。その際には、ホチキスで右端を止め、バラバラにならないようにまとめておくようにした。せっかく日直の仕事として定着したのだから、朝の会で記事を選び紹介させるなどの機会を設ければ良かったと思う。
	TextField2: チベット問題について全員で新聞を読み取った後の子どもたちの感想
・オリンピックは国どうしが仲良くなったり協力したりするためにやっているので、(争いごとは)やめてほ　　しいなと思った。
・政府から処分を受けると分かっていても、自分の国や人種差別を反対できる人はすごいなあと思った。
・スポーツの華やかなイメージしかなかったけれど、裏ではたくさんの深刻な事件があるんだなと思った。
・オリンピックでこんなに問題があることは初めて知った。このことをもっとしっかり調べていかないとだめ　だと思いました。
	TextField2: ①新聞記事を読み取り、オリンピックについて興味を持つ（10時間）
　「世界に目を向けよう」の題材の入り口として、また、新聞を使った学習の取り組みの入り口として、子どもたちが興味を持ちやすいオリンピックに関する新聞記事を用い、学習の導入を行った。また、オリンピックについても歴史や競技、出場国などをインターネットを用い調べ、まとめる作業を行った。
②チベット問題に関する新聞記事を読み、世界の紛争問題についての興味を持つ（3時間）
　今回のオリンピックでは、チベット問題と関連して、聖火ランナーへの妨害やコース変更の記事があった。その記事を子どもたちから取り上げ、詳しく調べていくことにした。記事には難しい内容もあるので、記事を読む時には全員で、教師から解説を加えながら読み解いていった。
③新聞から紛争に関する記事を探し、世界の紛争問題についての課題を持つ（5時間）
　2か月分の新聞をグループごとに配布し、その中から世界で起こっている出来事を見つけていった。その記事を読み取り、「紛争に関する記事」と「その他の出来事」に分けて、白地図上に整理した。どこで紛争が多いのかを見ることができ、子どもたちはそこから「なぜ戦争が起こるのか？」「なぜ中東では紛争が多いのか？」「アフガニスタンで起こっている争いの被害や子どもたちはどうなっているのか？」「社会で学習した第２次世界大戦について、より詳しく調べたい」などの課題を立ち上げることができた。ここでも難しい記事が多くあったので、教師からの解説を随時加えていった。
④調べたことをまとめ、発表する（15時間）
　課題ごとにグループを作り、課題を追究していった。追究の方法としては、新聞はもちろん、インターネットでのホームページ検索や図書資料を用いた。ホームページを見るだけでは断片的にしか理解できない部分もあるので、随時子どもたちに解説を加え，全体的な理解を深めていった。
　まとめは、壁新聞の形でまとめた。まとめた新聞をもとに、発表の時間を設けたが、まとめた記事をそのまま読むだけにならないよう指導した。
	TextField2: 総合的な学習の時間（年間110時間）中、世界に目を向けよう（33時間）
	TextField2: 自分なりの課題を見つけられたか、調べることができたかをワークシートや発言で見取る。
	TextField2: 世界の国々で起こっている出来事に目を向け、自分の課題を見つけたり、調べたりすることができる。
	TextField2: 世界に目を向けよう
	TextField2: 総合的な学習の時間　39人
	TextField2: 第6学年
	TextField2: 宮崎　法隆
	TextField2: 神奈川県横須賀市立鶴久保小学校
	TextField1: 新聞記事から世界を見る　～ NIEを取り入れた総合的な学習の取り組み～



